
専門職（リハビリ専門職、歯科衛生
士、管理栄養士）

担当ケアマネジャー 包括担当者

①訪問の候補日の選定

広域リハと株式会社ともい
きLaboに対応可能日を確認

②訪問日時の決定 本人と訪問日時を選ぶ。

広域リハ又は株式会社とも
いきLaboに訪問日時を連絡

③担当の専門職へ情報提
供（訪問前）

初回訪問前に、担当CMから専門職へ情
報提供

利用希望の伝達

利用者基本情報・基本チェックリスト・ケアプ
ラン（ある場合）
※リハビリ短期集中訪問の時は「網掛け部分
記載の報告書」の提出をする。

リハビリスポット訪問とリハビリ短期集中訪問の一連の流れ

1

訪問希望日時の伝達

対応する専門職から担当ケアマネに電話又は顔合わせ

候補日の連絡



専門職 本人 担当ケアマネジャー

④リハビリ短期集中訪問の
開始：訪問1回目

（訪問して実際に本人と会っ
て直接行うこと）

※リハビリスポット訪問は

（１）、（２）、（４）を実施して
終了

担当ケアマネと一緒に訪問する。
（１）本人の状態を評価をする。

（２）（１）で行った評価を通して、本人の
 生活目標を合意形成をする。

（３）合意した本人の生活目標に対して、
現在の本人の実行度と達成度を
10段階で示すよう本人に
説明をする。

（４）本人の生活目標を達成できるよう
 な助言や指導をする。

（５）次回の訪問日程を本人と決める。

担当専門職と一緒に
訪問する。

実行度と達成度を
把握する。

評価

実行度と達成度の説明

助言や指導

自己評価を伝える

2

生活目標の合意形成



専門職 本人 担当ケアマネジャー 包括担当者

⑤訪問1回目終了後
（訪問後）

別紙の報告書を作成し、次回の訪
問時までに包括担当者に提出する。

⑥訪問2回目以降

（訪問して実際に本人
と会って直接行うこと）

（１）助言した方法で、目標としてい
る生活動作が行えているか、本人
に確認する。

（２）本人の生活目標を達成できる
ような助言や指導をする。

（３）次回の訪問日程を本人と決め
る。

⑦訪問2回目以降
（訪問後）

別紙の報告書を作成し、次回の訪
問時までに包括担当者に提出する。

報告書の提出（次回訪問時までに）

実施状況の確認

助言や指導

訪問最終日まで、前述を繰り返す

3

報告書配付

報告書の提出（次回訪問時までに）

報告書配付



専門職 本人 担当ケアマネジャー 包括担当者

⑧最終訪問日の決定

別紙の報告書を作成する。その際、
特記事項に を付ける。
報告書を包括担当者に提出する。

⑨訪問最終日

（訪問して実際に本人
と会って直接行うこと）

担当ケアマネと一緒に訪問する。

（１）助言した方法で、目標としてい
る生活動作が行えているか、本人
に確認する。

（２）合意した本人の生活目標に対
して、現在の本人の実行度と達成
度を10段階で示すよう本人に説明
をする。

担当専門職と一緒に訪
問する。

⑩訪問最終日
（最終訪問終了後）

別紙の報告書を作成し、包括担当
者に提出する。

目標達成状況等
の確認

リハビリスポット訪問・リハビリ短期集中訪問終了 4

最終訪問日の検討・決定

実行度と達成度
の説明

自己評価を伝える

報告書の提出（次回訪問時までに）※最終訪問日把握

報告書配付※最終訪問日伝達

報告書の提出

報告書配付
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